
革．  

g
ヰ
岬
卜
誕
〓
一
望
礁
距
e
な
凶
血
腫
挙
 
（
寸
）
 
 

G
中
崎
小
森
〓
一
撃
島
部
振
e
な
凶
濯
嬰
 
（
の
）
 
 

G
神
崎
卜
疲
〓
一
望
酎
祁
Q
な
凶
轟
翠
（
N
）
 
 

e
ヰ
岬
卜
誕
〓
一
ど
余
思
e
な
凶
選
挙
 
（
「
）
 
 

。
伸
せ
増
椰
 
 

」
根
哩
粗
食
南
京
血
蒜
芯
′
栗
明
澄
Q
鴬
．
簑
㊥
二
レ
」
刃
刃
〓
小
史
勅
」
倒
咄
〕
竣
〓
一
帖
 
 

導
．
小
′
只
咄
溶
合
沖
時
雨
栂
憩
抽
出
桃
旺
r
諒
e
↓
壁
鳩
山
′
埜
レ
二
∩
〓
一
余
凶
濯
選
白
悪
感
 
 

（
輔
）
」
坦
喉
e
余
凶
器
聾
嘩
堕
〓
蓋
蓋
虚
南
蛮
哀
痛
壷
曲
面
O
N
撃
陣
 
 

一
 
．
〇
 
N
 
 

豊
 
肇
凶
音
 
 
 

脛
な
N
「
 
 
葉
な
吏
∩
虹
幽
」
固
喧
u
′
只
咄
感
e
 
（
寸
）
 
 

悪
食
ゼ
C
監
幽
」
側
転
d
′
ち
些
葦
e
 
（
C
）
 
 

酔
余
N
 
 

且
な
吏
∩
虹
漣
」
担
咄
u
′
ち
讐
暦
e
 
（
N
）
 
 

脛
な
N
 
 

畳
な
吏
∩
監
舟
」
倒
咄
u
／
ち
撃
凝
e
 
（
「
）
 
 

畢
な
0
0
 
 

e
ヰ
㊥
ト
匪
〓
一
望
礁
距
e
虫
凶
血
腫
聾
 
（
寸
）
 
 
 

e
ヰ
岬
♭
簸
‖
一
撃
島
Q
慈
恵
礎
幽
e
璽
轟
（
C
）
 
 

e
云
∴
T
竺
謎
〓
一
諏
桃
旺
r
一
翼
ヨ
最
盛
 
（
「
）
 
 

吏
C
小
一
漣
」
担
咄
レ
二
∩
〓
一
駅
企
㌫
 
 

」
固
疎
Q
な
凶
濯
聾
岬
±
龍
〓
一
噸
廿
0
0
「
唱
陣
 
【
瀬
胎
】
 
 

小
史
血
」
但
叫
ド
ニ
∩
‖
一
畳
な
寸
N
 
 

地
車
e
」
倒
喉
 
「
 
 
 

拙
聾
G
」
也
由
．
N
 
 

特定保険医療材料の機能区分見直し（案）  

1 機能区分の細分化に関するもの   

（1） 医科診療報酬点数表（以下「医科点数表」という。）の第2章第2部に規定する特定保険医療材料  

【細分化（D】  

現行機能区分   新機能区分案   

在002 在宅中心静脈栄養用輸液セット   在002 在宅中心静脈栄養用輸液セット  

（1）本体  

（2）付属品  

（D フーバー針  

（∋ 輸液バッグ   

＜見直し理由＞   

従来の在宅中心静脈栄養用輸液セットには、必ずしも使用しない医療材料が含まれている場合もあるので、それらの主なもの  

は付属品として区分を細分化し、使用された材料が適正に評価されるよう機能区分を見直すもの。  

⊥  



【細分化②】  

現行機能区分  新機能区分案  

在005 在宅寝たきり患者処置用栄養用ディスポーザブル  

カテーテル（1）経鼻用 ② 乳幼児用   

在005 在宅寝たきり患者処置用栄養用ディスポーザブルカ  

テーテル（1）経鼻用 ② 乳幼児用   

ア 一般型   

イ 非DEH P型  

＜見直し理由＞   

乳幼児用の在宅寝たきり患者処置用栄養用ディスポーザブルカテーテルについては、フル酸シナー2－エチルヘキシル（以下、「D巨HP」：）が材  

質として含まれたポリ塩化ビニル製の医療用具のものがあるが、DEHPについては現在薬事法上の注意喚起レベルであること  

から使用可能ではあるものの、安全対策上の観点からDEHPが材質として含まれないことが望ましく、また、価格差もあるこ  

とから区別するために細分化するもの。  

（2）医科点数表の第2章第3部、第4部、第6部、第9部、第10部及び第11部に規定する特定保険医療材   

料（フイルムを除く。）  

【細分化（∋】  

新機能区分案  

026 栄養カテーテル（1）経鼻用  

ア 一般型  

イ 非DEHP型   

現行機能区分  

026 栄養カテーテル（1）経鼻用 ② 乳幼児用  ② 乳幼児用  

く見直し理由＞   

在005と同様に、乳幼児用栄養カテーテルについても、ブタル酸ゾー2－エチルヘキシル（以下、「DEHP」）が材質として含まれたポリ塩化  

ビニル製の医療用具のものがあるが、DEHPについては現在薬事法上の注意喚起レベルであることから使用可能ではあるもの  

の、安全対策上の観点からDEHPが材質として含まれないことが望ましく、また、価格差もあることから区別するために細分  

化するもの。  

L＋   



【細分化④】  

現行機能区分   新機能区分案   

038 交換用胃癌カテーテル   037 交換用胃療カテーテル   

（1）胃留置型 ① バンパー型   （1）胃留置型（D バンパー型   

② バルーン型   ア ガイドワイヤーあり   
（2）小腸留置型   イ ガイドワイヤーなし  

② バルーン型  

（2）小腸留置型   

＜見直し理由＞   

バンパー型胃癌カテーテルを交換する際に、ガイドワイヤーを用いて交換する場合とガイドワイヤーを用いないで交換する場  

合では、交換手技の安全性、精度、価格等に差があるとの指摘もあることから、ガイドワイヤー付きの有用性を明確にするため、  

区分を細分化するもの。  

【細分化⑤】  

現行機能区分   新機能区分案   

084 脳動静脈奇形手術用等クリップ   083 脳動静脈奇形手術用等クリップ  

（1）一般型  

（2）バネ型   

＜見直し理由＞   

脳動静脈奇形手術用等クリップについては、特殊な形状のバネ型が追加されたことにより、一般型との価格の帝離が著しくな  

っている。区分を細分化し、使用された材料が適正に評価されるよう機能区分を見直すもの。  

（3）歯科点数表の第2章第8部及び第9部に規定する特定保険医療材料  

【細分化⑥】  

現行機能区分   新機能区分案   

014 栄養カテーテル（1）経鼻用 ② 乳幼児用   014 栄養カテーテル（1）経鼻用 ② 乳幼児用  

ア 一般型  

イ DEHP型   

＜見直し理由＞   

医科点数表の「026 栄養カテーテル」と同様に、歯科点数表においても機能区分を見直すもの。  

占   



（4） 調剤報酬点数表に規定する特定保険医療材料  

【細分化⑦】  

現行機能区分  新機能区分案  

調剤報酬010 在宅中心静脈栄養用輸液セット   調剤報酬005 在宅中心静脈栄養用輸液セット  

（1）本体  

（2）付属品  

（手 フーバー針  

r∋ 輸液バッグ  

＜見直し理由＞   

医科点数表の「在002 在宅中心静脈栄養用輸液セット」と同様に、調剤報酬においても機能区分を見直すもの。  

【細分化⑧】  

新機能区分案   

ポー  調剤報酬006 在宅寝たきり患者処置  

ブルカテーテル（1）経鼻用 ② 乳幼  

ア 一般型  

イ 非DEHP型   

現行機能区分  

調剤報酬013 在宅寝たきり患者処置用栄養用ディス  

ザブルカテーテル（1）経鼻用 ② 乳幼児用  

用栄養用ディスポーザ  

児用  

＜見直し理由＞   

医科点数表の「在005 在宅寝たきり患者処置用栄養用ディスポーザブルカテーテル」と同様に、調剤報酬においても機能  

区分を見直すもの。  

2   
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2 機能区分の合理化に関するもの   

（1） 調剤報酬点数表に規定する特定保険医療材料   

【合理化（手】  

現行機能区分  新機能区分案  

調剤報酬  

001 インスリン製剤注射用ディスポーザブル注射器  

002 ヒト成長ホルモン剤注射用ディスポーザブル注射器  

003 幸乞燥人血液凝固第Ⅷ因子製剤注射用ディポーサブル注射器  

004 乾燥人血液凝固第Ⅸ因子製剤注射用ディポーザブル注射器  

005 性腺刺激ホルモン放出ホルモン剤注射用ディポーザブル注射器  

006 性腺刺激ホルモン製剤注射用ディポーザブル注射器  

007 ゴナドトロピン放出ホルモン誘導体注射用ディスポーザブル注射  

器  

008 ソマトスタチンアナログ注射用ディスポーザブル注射器  

011 在宅悪性腫痛患者自己注射用ディスポーザブル注射器  

012 グルカゴン製剤注射用ディスポーザブル注射器  

016 ヒトソマトメジンC製剤注射用ディスポーザブル注射器  

調剤報酬  

001 インスリン製剤等注射用ディスポーザブル注射器  

002 ヒト成長ホルモン剤注射用ディスポーザブル注射器  

003 ホルモン製剤等注射用ディスポーザブル注射器  

＜見直し理由＞   

これまで調剤報酬における注射器については、薬剤により新たな機能区分を新設してきたが、同じ価格で償還している注射器  

について区分を合理化するもの。  

7〕  

【合理化②】  

現行機能区分   新機能区分案   

調剤報酬   調剤報酬007 万年葦型注入器用注射針   

014 万年筆型インスリン注入器用注射針   （1）標準型   

015 万年筆型ヒト成長ホルモン剤注入器用注射針   （2）針折れ防止型  

（3）超微細型   

＜見直し理由＞   

これまで注射針については、用いる薬剤により機能区分を評価してきたが、今回注射針の特性に着目して機能区分を見直し、  

合理化と細分化するもの。  

／0   



3 機能区分の新規評価に関するもの   

（1）歯科点数表の第2章第8部及び第9部に規定する特定保険医療材料   

【新規（D】  

新機能区分案  現行機能区分   

023 歯周組織再生材料   

（1）吸収型   

（2）非吸収型  

＜見直し理由＞   

歯周外科手術の一つである歯肉剥離掻爬手術に伴う歯周組織の再生材料を新たに評価するもの。  

（2）調剤報酬点数表に規定する特定保険医療材料  

調剤報酬008携帯型ディスポーザニ   新機能区分案  
＜見直し理由＞   

現在、在宅医療における悪性腫癌の鎮静療法において、携帯型ディスポーザブル注入ポンプを用いた場合には、診療報酬上評  

価されているが、調剤報酬においても新たな機能区分として新設するもの。  

、  

4 機能区分の簡素化に関するもの   

（1）医科点数表の第2章第3部、第4部、第6部、第9部、第10部及び第11部に規定する特定保険医療材  

料（フイルムを除く。）  

現行機能区二   

1  030 イレウス用ロングチューブ（1）標準型①   

2  034 子宮頸管留置カテーテル   

3  041 人工腎臓用特定保険医療材料（回路含む。）（   

4  087 脳深部刺激装置用受信器（4極用）   

5  089 脊髄刺激装置用受信器（4極用）   

6  090 脳深部又は脊髄刺激装置用受信器（8極用）   

7  099 人工食道   

8  117 ペースメーカ（1）抗頻柏機能付加型   

9  117 ペースメーカ（6）デュアルチャンバ（Ⅲ型   

10  129 ディスポーザブル人工肺（2） 気泡型肺   

11  135 心臓手術用カテーテル（5）アテレクトミー   

12  135 心臓手術用カテーテル（6）アテレクトミー   

＜削除理由＞   

機能区分に該当する医療機器がなくなったため。  、ニ   
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